










要約:母乳中のダイオキシン類、コプラナー PCB を高精度に分析するための方法を検討し

た結果、精度・回収率ともに十分満足できる分析法を確立することができた。その概要は

次の通りである。母乳中の脂肪分を溶媒で液々抽出して、脂肪含量を測る。次にアルコー

ルカリウムでこの脂肪分を加水分解後、ダイオキシン類とコプラナー PCB などを液々抽出

し、積層充填カラム(硝酸銀カラム、硫酸カラム、アルカリカラムから成る)、活性炭カラ

ム、アルミナカラムによるクリーンアップを経て、キャピラリーガスクロマトグラフィ/

高分解能質量分析法で定量する。定量法は 13C同位体ラベル化物を使用する内部標準法で

ある。微量添加回収実験によるクロスチェックの結果、この方法による回収率は平均 68-

121%で、相対標準偏差は 5-9%程度であった。また、本分析法で実際に母乳試料を分析し

た結果、脂肪当たりの 2,3,7,8-T4CDD 毒性等価濃度でダイオキシンは 6.5-15pg/g、ジベ

ンゾフランは 2.1-3.8pg/g、コプラナー PCB は 22-33pg/g であった。


